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第5回相模湾JBC
オーブンヨットレース
'90STCシリーズ第6戦

開催日:6月16日(土)-17日（日）参加者募集中
●6月16日(土):ディンギー(3クラス)／6月17日(日):クルーザー(6クラス）

●参加対鞍:アマチュアヨット愛好者すべてを対象とする

・参加費用:STC登録艇＝1艇につき8,000円(8人まで)／8人以上の場合は1人追加ごとに1,000円
一般艇＝1人2,000円､但し女性及び18歳未満は1,000円

●賞:参加者全員に参加賞､各クラス優厨～6位にトロフィー他／他に特別賞を多数用意しています

●主催:相模濁JBCオーブンヨットレース実行委員会

●主管:(社)日本外洋帆走協会関東支部／神奈川県ヨット連盟／STC(セイルボート。トレーニングクラブ）
●後援:神奈川県／逗子市／三浦市／葉山町

●協賛:セゾングルーブ･(株)西洋環境開発

●協力：シーボニァ/葉山マリーナー／逗子マリーナ

●お申込方法:STC登録艇はSTC事務局(た1571-9酒7)へ

一般艇は下肥事務局または､シーボニア/葉山マリーナー／逗子マリーナの各ハーバー事務所まで

・お問い合わせ:相模湾JBCオーブンヨットレース事務局03(593)8511(朝日海洋内）

●締め切り:平成2年6月8日(金)必着

第 回
一■■■■■■■■■ 相模5 B』
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その時､海は景色をやめた。色 や
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NORCをエントリークラブとし

て次回アメリカズ・カップ。に挑戦す

る，ニッポンチャレンジアメリカ杯

1991委員会の"NIPPON''の進

水式が，去る4月22日，愛知県蒲郡

市のニッポンチャレンジ蒲郡ベース

キャンプで行われた。次の第28回よ

り使用される新しL,アメリカズ・

カップ。・クラスのポート(IAC

C)としては，フランス，イタリア

に続く，世界で3隻目の進水であ一知

進水式に先だって行われた記者会〃

見では，まず山崎達光NCAC委員

長が「悔いのない挑戦を果たした

い」と挨拶した。続いて林賢之輔

チーフ・デツミイナーカ艇の概容につ

いて記者団の質問に答え，

「新しいアメリカズ・カツパーは従

来使われてきた12メーター・クラス

に比べて細長く軽いことが1識て、す。

艇の完成度を自己採点するならば，

80点くらい。これをチューニングし

ていくことで，90ないし95点に持っ

ていきたい。もちろん2号艇では10

0点を目指す｡」

と延べた。

記者会見にはNCACに新加入し
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進水の儀徐幕が行われると同時に鏡開き，そしてクルーは,!NIPPON'､へ乗り込み，セーリンク海面へと向う

藩
ー蕊塁誇

…蕊冨寓昏￥皇＝毒一逵一謹蕊蕊亘-2.

I
』

テンダーに更航される"NIPPON''のまわりを埋めつくした観覧艇 ジブセールを上げ；クローズホールドのセーリングに移っ
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量

一

蕾はｾ言ﾙﾛﾌﾄを利用して行なわれた｡手前より南波ﾁー ﾑｷｬﾃﾝ，林チーフ
ーー，江口NCAC副会長山崎NCAC会長大儀見NORC副会長C･ディクソン

たクリス．デイクソンも出席し,m/s,あいにくの曇天だったが,数

「新艇はパヮフルでエキサイティン多くのプレスポート，観覧艇が見守

グ。加速がよく，風速10ノット以下る中，クローズホールドからスピン

では風よりも速く走る｡」帆走まで，約1時間のお披露目セー

と艇の印象を語っていた。リングが行われた。伴走する12メー

続いて進水式が行われた。初めてターを全く問題としないスピード，

水に降ろすという通常の意味て叡の進進水直後とは思えない無難なクルー

水式ではないが，三笠宮寛仁親王妃ワークと，見る者に期待を抱かせる

信子殿下のテープカットによる除幕"NIPPON"の船出であった。

ベースキャンプ全景

を賜り，そのユニークな姿が初めて

公開された。同時にポンツーンでは

鏡開きが行われ，続いて整列してい

たクルーが"NIPPON''に乗り

込み，テンダーに曳航されてセーリ

ング海面へと向った。風は5～6

ごあいさつ

日本がアメリカズカッフ。に初めてチャレンジする。それはヨシ|､マンのみ

ならず，日本の若者たちへ夢を与えることを含め，理屈で割り切れ通い世界

に立ち向かう純粋な精神や姿勢を国瞬勺にアピールするものて癖す。

およそ140年の歴史と伝統を誇るアメリカズカッフ。に初ｷﾘ戯を賭ける日本。

しかし，私たちはただ参加することを意義とするのではありません。戦うな

らば，アメリカズカッフ。の発端となった1851年のワイト島一周レースでのエ

ピソードー“アメリカ，，号が他艇を引き離す様を見たヴィクトリア女王が，

2番手の艇の位置を信号手に尋ねた際に「陛下，2番はございません(The-

reisnosecond)」と告げられた－と同じく，レースには2番はな<,勝

つことだけが評価を得るということをチャレンジ・スローガンとし，私たち

はアメリカズカッフ。に立ち向います。

望みうる最高の“賛”と“粋”を賭けて戦うとされるアメリカズカッフ｡－。

挑戦に向けての準備も，私たちの新艇"NIPPON''が今日，ここに進水

することで､，現実的なステージを迎えることになりました。クルーたちもま

すます強力になってきています。今後も今までにも増して，“気・力”とも

に強化を図っていきます。

この「ニッポンチャレンジ」を私どもはたくさんの人々の‘‘和”をもって

進めて行きたいと考えています。私どもの熱い心意気を深くご理解いただ

き，広く国民的な盛り上がりとして成功させることができますよう，ご支援

をお願い申し上げます。

ニッポンチャレンシアメリカ杯1991委員会

会長山崎達光

一丙

？

覇g牟一‘’ﾉ
ｰ峰響轟一

た“NlPPON
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巨大なスピンと細長い船体の対比が特徴的な"NIPPON'もマストはカーボ水面下のハルは非常にスリムだ

ン製で，ジャンパーステーなどにも様々な工夫がこらされているようだ

"NIPPON''はわが国のハイキールに関しても水槽試験の他，ング・ジヤイブが多くなり，ランニ
テク技術を駆使して建造された。まスーパーコンピュータを使った流れング・レグでのフイニッシュとなる。
ず，世界一の精度を誇る水槽試験がの解析が行われているが，現段階で、マスト・トップ。から展開される巨大

700回も繰り返され，船型が決めらは未定の部分もあり，一切公表はさなスピネーカーのハンドリングが見

れていった。船体とセールのレーれなかった。どころとぱるはずで，そのための

テインダ上のバランスは,VPPとさらに炭素繊惟を使った建造技術セール作り，デッキ艤装力研究され

呼ばれる速度予測う。ログラムて’シは日本のお家芸であり，今後はこれている。また，セール形状を分析す
ミュレートすることにより決定さをマストにどう生かすがポイントとるため，4台のカメラでセールを撮

れ，未定であったどの開催地でも同林チーフ・デザイナーは延べていた。影しコンピュータでデータを分析す
様なパフォーマンスが得られると結次回のアメリカズ・カップ。よりる，セールビジョンと呼ばれるシス
論づけられた。レースのコースが変更され，リーチテムカ搭載されている。
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'6名のクルーが操る"NIPPON'も誰がどのような役割なのか，想像してみる

と楽しい。アフターガイ用としてマストから横に突き出たポールに注目

メインセールはフルバテンでローチが大きく，通常のパーマネントバックステーは無い4
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⑯"〃 の取ｸ組み。今後NCAC｣WRjYl,.Qf.ILLEWL
JhMERWZ4iS"-"〃虹

から海外ベースキャンプ活動が開始

され，5月から6月にかけてはアメ

リカズカッフ｡・ワールドが予定され

ている。チャレンジャーシリーズ

は'92の初頭より始まり，4月の半

ばから本戦となる。バルセロナ・オ

進水式に遅れること4日，4月26

日ニューヨーク時間午前9時，

ニューヨーク州裁判所の判決が下

り，ペンディングと窓っていた前回

のアメリカズ・カップ｡の勝者が，サ

ンデイエゴ・ヨットクラブに決定し

た。これにより次期開催地はアメリ

カとなった。

「進水式も終わりチーム全員の士気

が高まりつつある現在，待ち望んで

いた裁定が出てすっきりとした。あ

とはカップ獲得に向けて逼進するだ

けだ｡」と山崎NCAC会長はコメ

ントしている。

ニッポンチャレンジのアメリカズ

･カップ。までの予定であるが,'90~

91年とワールドマッチレースに参戦

するかたわら，8月には2号艇が進

水,11月に海外ベースキャンプが完

成する予定だ。'91年に入って1月

リンピックの1，2ヶ月前には決着

がついていることだろう。

チームの組織を見てみると,NO

RCはエントリークラブとして位置

付けられ，大儀見NORC副会長を

含む10名の実行委員が運営にあたつ

。大変，たいへんお侍だ 議しだ
F
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価格6,500円(送料､消費税込）
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ニッポンチヤレンシ

アメリカ杯1991委員会
実行委

I＝』

貝
悲些
ユ式

･木村太郎

・ 踵 谷 川 十 ､

・野本｜網1；

・ロイ･テイクソン

・高木1III學

公瞳山崎達光
N()RC叩事

（エスビー食,品会艮）

,,,ll1会艮1lII秀人
11本ﾊl･艇［業全会災

（ヤマハ発動機社艮）

･1ll崎進光

･ull秀人

・人儀児蝋

・黒木昭光

・小宮功

｜
Ｉ

IIILれニッポンキャンペーン

’
技
派

術
Tトオ

ノニ

、'姫一
セ ーリンクゞ組織1擬務）画） 海外PR

ニッホンチャレンジの組織

柵ぺ
〆

､〆

ている（図)。この｢'1で「セーリング

組織」にこのほど､クリス・デイクゾ

ンが参加したのは先月号でお伝えし

たが，記名会兄て譲は，「ニッポン

チャレンジの姑も大きなアドバン

テージは，とにかく勝とうとする意

，世が組織の隅々まで浸透しているこ

と｡」と強調していた。

早くから雌備を進め，企業の協ﾉJ

も取りつけてきたニッポンチヤレン

ベは,世界を見ても一歩先ｲ丁してい
』。このリードを保ち．創舶のカッ

プ･を奪取してもらいたいもので､ある‘

、

、

I

'′／~11’ 、

I

"NlPPON''の主要目

全 長 24.00m

水線長21.70m

最 大幅5.50m

吃水4.00m

マ スト 高さ35.00m

（水面上）

帆面積

メイン212．6m’

ジフ 97．0m』

スビンネーカー465.0m。

排水量24.00t

排水量22.00t

（計則状態）

乗員数’6人

速力9．6ノット

（雌'0ﾉｿﾄ時）

艇体材質力一ホンファイバー.コンホジット

セール 材 質 ケ フ ラ ー

バテン材質カーボンファイバー.コンボジット

一’

ﾓゴ

‘二

進水式で発表されたプラン。本誌'990年｜月に載せた

ものとはデッキのレイアウトなどが多少変わっている

（写真・資料提供ニッボンチャレンジアメリカ杯'991委員会）

エ ン｜、リ－ ク ラ フ

(社）’1本外洋帆走協会

公憂：イi原慎太郎

オフィシャルスポンサー(3()社）

オフイシャルサフ。ライヤー.

協力企業（33社）

草の根応援団（6,()0()橘）

協ﾉj1,11体（4卜11体）
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第111回理事会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

1．日時

平成2年21124H(t)130()～1450

2．場所

東京細巷区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10F会議室

3.出席者

理事30名'l'出席18名委任状10名

（出席）

大儀見薫,秋川博正,清水栄太郎,久保和男,並木茂士

朝河清，石井正行，今I前1又彦，児玉萬平，渡辺修治

柴田邦敏，小林義彦，川端治夫，都築勝利、秋ll1福夫

平岡英信，松木哲，末松明

（委任状）

石原慎太郎,lll烏田武夫､鈴木康之,林賢之輔,宮坂敬三

山崎達光，｜峰旧昌矩，三井祥功，山田東吾，岩川1~j史

理事以外I11!席

横山晃（監事)，平松栄一（職間会議長）

初鹿野幸生(IIIIL走委員会副委員長）

長谷川富延（東海支部）

4.議題

(1)1989年度事舞li告及び収支決算報告

(2)1990年度斗蝶請|画及び収支予算案

（3新入会員の承認及び会員・登命糊廷の現状

(4)1989年度会費滞納者（除名予定者）について

(5)支部及び専門委員会報告

(6)その他

5.議事

1300,大儀見副会長の司会により開会，久保常務理事
え

から出席理事は28名て､､ある旨の報告があり，本理事会の

成立を矯忍，大儀見畠l1会長が議長となり，議事録署名人

に今岡，石井両理事を指名し議事に入った。

議題(1)1989年度事業報告及び収支決算報告について

大儀見議長から，事業報告に関しては，事前に総会資

料として2頁から6頁にわたって報告されており，読み

あげは省略することとしたい，旨の提案があり了承した。

次いて騨，児玉財務委員長から，収支決算について，資

料に基づき次の報告があった。

1989年度の収支状況は，例年に比べ大変厳しいものに

なった。

89年度予算から組み入れられた新規収入項目，賛助会

賛1300万円及び泊地調査委託費750万円が，前者は計画

を縮小して本年度にずれ込み，後者は調査研究事業が受

託できなかったことによって，収入低下の最大の要因と

なったからで､ある。従来の事業においては，レース△ヲ云

報面で収入見込みの甘さがあったが，特別事業に関して

はグアムレース中止の景響があった一方て事業受託収入

の墹加があI),4607jlﾘの増加となった。その他，会費，

登f排|等の経常収支は，ほぼ予定通りに推移した。

支Ⅱj11mにおいては，三崎ヨット無線局改築移転にとも

なう大型支出（予算内）等があったが，予算額を大|幅に

上1111つたものは、会報カラー化にともなう印刷制作費の

増加（340万円）がある。収入見込み事業の中止にともな

い名簿作成費等の支HI1を次年度に繰り越す等の措置を

とったり,IMS推進事業の施行が遅れたりしたが一般

の事業費に関しては残念ながら収支低下に見合う支出抑

制はて､､きなかった。従って次年度への繰越収支差額は，

43,181,106円となり，正味財産増減差額は△5,224,9~

I'Iとなった。

財務委員会としては，ここ数年来，特に事業補助金返

上以米，健全な収支を紺寺してきたことを考えると今、

の収支状況は大変残念な結果と考えている。

収入見込みの大'陥な差異は，昨今のスポンサー付き人

型イベントと当協会の取り組みのあり方に大きな問題が

攝起されたと考えている。年度予算と年度を超える大型

う。ロジェクトの予算編成上の問題もさることながら先を

兇て|･分なアローアンスを考えた推進事業のあり方，対

外的に財政依存を行うときの契約，管理の形態の確立等

多くの課題が残された。これらの反省を踏まえて,90年

度の予算て､､は，スポンサー付きイベントについては，更

に十分な詰めを行うと同時に支出に関しても十分な管理

を求めてまいl)たいと思っている。ついては，会員の皆

様のご理解とご協力をいただきたい。

そのほか，資料の各表について詳細な説明があり，さ

らに本年1月22日運輸省監査の際1989年度収支予一

（案）（1989年度総会資料,P30及びP31)力支出が収人一

より多い，いわゆる赤字予算を組んて．いるのは通当て､､な

い。修Ⅲ:されたいとの指摘を受け，訂IEを行った旨の発

言があり，了承した。

次いで，横山監事から、2月9H会計及び業務監査を

飯島監事とともに行ったが，会計については，適法かつ

正確て､､あl),業務執行については，法令定款に違反する

事実はなかった旨の監査報告があった。

なお，横山監事から，飯島監事の提言として，第1

は，総会資料の会員への送付が遅れがちである。これ

は，事業年度の終了開始が，年末年始にかかるため，委

員会，事務局とも準備H数が厳しいところにある。通常

総会は，年度終了後2ヶ月以内に招集するとなっている

定款を3ヶ月以内に改正することはて､きないか，調査し

てもらいたい。第2は，理事会マタ－て､､はないが，関東

支部基金については，最も有利な商品による財テクをし



てもらいたい，旨の発言があった。

そのほか,予算については,年度途中に必要に応じて修

正予算案の提出を考慮する必要がある旨の発言があった。

他に，質疑等はなく，本議案を承認した。

議題(2)1990年度事業計画及び収支予算案について

久保常務理事から，資料に基づき1990年度事業計画の

説明があり，児玉財務委員長から,1990年度収支予算案

について，予算編成の方針は，前II｣|理事会て､､の報告どお

りて､ある。収入の部では，(1)会費，登録料等は各支部か

らの報告を積みあげた。（2座業費は，ほぼ各支部，各委

員会の予算どおりとした。（3時別事業は，各委員会の予

算を中心とした。(4)会報等については，達成可能葱数字

を本年度より若干増とした。支出の部では(1)各支部，各

委員会のものを集計した。(2)名翻乍成費をたてた。との

~t明があり，さらに資料の諸表について詳細な解説が

あった。

また，資料のうち，予算閏について，次のとおり，追

加及び訂正する旨の発言があった。

収入の部

積立金取崩7,300.000(獣及びP30)
支ll'!の部

借入金返済7500伽0(獣及びP30)
収入の部

ljij年実績・収入合計110,308,285(P30訂'l;)

大儀見議長から，事業計阿の補足として，レーススケ

ジュールにll)-l第2週にニッポンカッフ・レースを追加す

る，旨の発言があった。

他に質疑発言等はなく、本議案を承認した。

議題(3噺入会員の承認及び会員・登録艇の現状

大儀見議長から，新入会員の承認については，第113

回理事会に一括卜提するとの提案があり承認した。会

へ”蔽録艇の現状について説明報告があった。

議題4)1989年度会費滞納者（除名予定者）について

清水専務理事から，資料別紙5のうち名簿作成後昨ll

まて､､の間に会費を納付された2名については，未納名簿

から削除していただきたい。未納満は計323名である旨

の説lﾘlがあり，大儀見議長から，除名については従来ど

おり猶予期間をおいた後，除名の手続きをとるというこ

とで､代議委員会に提案する旨報告があり，承認した。

議題(5)支部及び専門委員会報告について

○総務委員会

清水総務委員長から，代議員会へ提案するNORC次

期役員名簿について説叩lがあり，離任される嶋田，渡

辺、矢野3理事，及び飯島監事に対して感謝の意の表明
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があった。

また，大儀見議長からも同様謝意が述べられた。

○ll11走委員会

初鹿野帆走副委員長から，2月に開催した全国帆走委

員会て鮮の誇淘犬況について

(1)カタマランについては，各専門委員会と合同て､､小委員

会を設置して対処したい。

(2)ヨツトオブザイヤーについては,NORCのヨットオ

フヂイヤーのレースはジャパンカッフ。だと思う。

二つのヨットオブザイヤーがあるとの考え方はて､きな

い。支部対抗力揃提となるので､，支部の選考レースに補

助金を出して支部の活性化をうながすこととしたい。

(3)IMSについては，レースの連用は，計測委員会，技

術委員会の援助を得て推進する。

との報告があった。

○通信委員会

清水専務理事から，資料に基づき，鈴木通信委員長

の，マリンレジャー・マリンスポーツにおける通信手段

の確保に関する調査研究会（郵政省電気通信局主催）の

米国の実態調査報告に|對する説IVlがあった。

議題(6)その他

○松木理事から、大阪府が関西空港開港記念として企両

した1994年開催-f定の環太平洋ヨットレース（仮称）に

ついて，資料に基づくレース概要の説明と，大胴付から

NORCに対するレース運営依頼の文書送付があり次

第，連営をリ|き受けることとしたい，旨の捲義があ')，

読義ののち，レース主催はNORCということを前提に

実行委員会を設置して対応することを承認した。

○大儀見副会長から

ニッポンチヤレンジの判瞠聯fニッポン号が4月2211蒲

郡において進水式を行うこととなった。実際は披露式で

NORCの事業として,NORCとチャレンジの連名で

実施するので承認願いたい旨提案があり，了承した。

さらに，横浜での12米のマッチレース（仮称・横浜

カップ。）は，取止めとなった旨、また，1991年9月～10

月イギリスて､，ジャパンフェアが開催されるが，その

際，イギリスー日本の外洋レースの案がて､､ている。RO

RCのアラン・グリーン氏から近く粗案が送付される予

定である旨の報告があった。

他に，質疑意見等はなく，以上で審議を終了し,145

0,第111Inl理事会を終了した。

」記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成2年2月24[1議長大儀見薫⑩

署名人石井正行⑳・今岡又彦④

第12回代議員会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

1．日時平成2年2月24日仕）15()0～1635 2.場所東京都港区虎ノ門1-15-16
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船H娠興ビル10F会議室

3.出席者

代議員113名中ll',席18名計66fi
委作状48打

出啼18名

橋本博、安岡信一，市村俊明．尾島祐太郎’甫田尚之

高村宏,初鹿野幸ﾉ|ﾐ,古川保夫,大儀見転.菅野道

池HI武邦，樹尺真!!|1,矢吹秀邦，小沢美弘、安原達明

野口隆司，柴田邦敏，田中昭愛

委任状48名

小黒公一ほか47名

代議員以外の出席

清水栄太郎（専務理事)，平松栄一（顧問会議長）

児玉萬平（財務委員長）ほか

4.議題

(1)1989年度事業報告及び収支決算報告

(2)1990年度事業言個及び収支予算安

(3)1990-1991年担当の理事・監事の選任

(4)1989年度会費糯|1%･(除名予定者）について

(5)その他

5.議事

1500,大儀見副会長の司会により開会，出席代議員

は，66名て､､代議員113名の過半数て、木代議員会の成立を

確認。

大儀見副会長力議長となり，議事録署名人に尼烏祐太

郎，小沢美弘両代議員を指名し，議事に入った。

議題(1)1989年度事業報告及び収支決算報告について

大儀見議長から，事業報告については，資料のとおり

て騨あり読み上げを割愛したい旨提案し了承を得，次いてゞ

児玉財務委員長から，資料に基づき大要次の収支決算報

告があった。

1989年度の収支状況は，例年に比べ大変厳しいものに

なった。

89年度予算から組み入れられた新規収入項目，賛助会

=1300万円及び泊地調査受託費750万円が，前若は計画

を縮小して本年度にずれ込み，後者は調査研究事業が受

託できなかったことによって，収入低下の最大の要因と

なったからである。従来の事業においては，レース今？＝

報面て・収入見込みの甘さがあったが，特別事業に関して

はグアムレース中止の影響があった一方で事業受託収入

の増加があり，460万円の増加となった。その他、会費，

登f識斗等の経常収支は，ほぼ予定通りに推移した。

支出面においては，三崎ヨット無線局改築移転にとも

なう大型支出（予算内）等があったが，予算額を大幅に

上回ったものは，会報カラー化にともなう印刷制作費の

増加（340万円）がある。収入見込み事業の中止にともな

い名潮乍成費の支出を次年度に繰り越す等の措置をとっ

たり,IMS推進事業の施行が遅れたりしたが一般の事

12

業費に関しては残念ながら収支低下に見合う支HI!抑制は

て､､きなかった。従って次年度への繰越収支差額は、△3,

181,106FIIとなり，正味財産増減差額は△5,224,972111と

な-つた。

財務委員会としては，ここ数年来．特に事業補助返上

以来、健全な収支を絹寺してきたことを考えると今li'lの

収支状況は大変残念な結果と考えている。

収入見込みの大幅な差異は，昨今のスポンサー付き大

刷イベントと当協会の取り組みのあl)方に大きな問題が

提起されたと考えている。年度予算と年度を越える大型

プロジェクトの予算編成上の問題もさることながら先を

見て｝分なアローアンスを考えた掩世事業のあり方，対・

外的に財政依存を行うときの契約，管理の形態の5画等

多くの課題が残された。これらの反省を踏まえて，90年

度の予算て､は，スポンサー付きイベントについては，露

に｜分な詰めを行うとliil時に支出に関しても十分な管典{二

を求めてまいりたいと思っている。ついては，会員の皆

様のご理解とご協力をいただきたい。

そのばか，資料の各表について詳細な説明があI)．さ

らに本年lll22｢I運輸省監査の際、1989年度収支予算

（案)(1989年度総会資料,P30及びP31)が,支出が収

入より多い，いわゆる赤字予算を組んで､いるのは適当で

ない。修,Eされたいとの指摘を受け，訂正を行った旨の

発言があり，了承した。

次いで，横111監事から,2月9H会計及び業務監査を

飯島監事とともに行ったが，会計については，適法かつ

｣l旦確であl),業務執行については、法令定款に違反する

事実はなかった旨の監査報告があった。

なお，横ll1監事から，飯島監事の提言として，第1

は，総会資料の会員への送付が遅れがちである。これ

は‘事業年度の終了開始が年末年始にかかるため，委員

会事務局とも準備日数が厳しいというところにあるへ

通常総会は，年度終了後2ヶ月以内に招集するとなって一

いる定款を3ヶ月以内に改正することはできないか，検

討してもらいたい。第2は，代議員会マターて穣はない

が，関東支部基金については，最も右利な商品による財

テクをしてもらいたい。旨の発言があった。

他に，質疑等はなく，褥義案を承認した。

議題2)1990年度事業計画及び収支予算案について

大儀見議長から，事業計画については資料のとおりてﾞ

あl)読みあげを割愛したい旨発言があり了承を得，さら

に補足として,IMS,通信委員会のマリンレジャーに

おける通信手段の確保に関する調査研究委員会、レース

スケジュールに11月第2週のニッポンカッフ･レースを加

えること，アメリカズカッフ羽騨f艇の進水式，環太平洋

レース，横浜カップ。レースの中止，等について説明が

あった。次いて､､，児玉財務委員長から収支予算案につ

い、予算編成の方針は，前回理事会での報告どおりであ
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る。収入の部では(1)会費，登f誹痔は各支部からの報告

を積みあげた。(2)事業費は，ほぼ各支部，各委員会の予

算どおりとした。（3時別事業は，各委員会の予算を中心

とした。(4)会報等については，達成可能な数字を本年度

より若干増とした。支fl'!の部では(1)各支部，各委員会の

ものを集計した。(2)名簿作成費をたてた。との説明があ

り，さらに資料の諸表について諦旧な解説があった。

また，資料のうち，予算園について，次のとおり，追

加及び訂正する旨の発言があった。

収入の部

積立金取崩7,500,000(罰及びP30)
支出の部

借入金返済7,500,000(餅及びP30)
収入の部

へ前年実績・

収入合計110,308,285(P30訂正）

質疑に対し，大儀見議長から，アメリカズカッフ。及び

アメリカズカッフ。1991チャレンジ委員会の詳細な説明が

あった。他に質疑等はなく本議案を承認した。

議題(3)1990-1991年担当の理事・監事の選任について

清水専務理事から，資料の役員名簿に基づき,1990年

及び1991年担当役員について，退任は関東の渡辺，嶋田

氏及び東海の矢野氏，新任は関東から安岡，古川氏及び

東海から長谷川氏の3氏，監事て､､は飯島氏が退任，理事

を退任した渡辺氏力新任である旨の説明があった。審議

に入って，関東支部選出代議員から，理事監事は代議員

から選挙で選出すべきてあり，定款改正を含めて検討し

てもらいたい。定款改正については，代議員会て提案書

を作成し，それを理事会て審議してもらいたい。またN

ORC活性化のためには，出席の少ない理事は除外して

もらいたい。等の意見が出され種々討論の後大儀見議

へから，代議員会の活|生化は代議員の問題であり，出席

率を高めていただきたい。選挙あるいは定款改正等の問

題は，次の代議員の選出までにまず代議員会てf代議員の

代表者と執行部の然るべきメンバーで小委員会を設け検

討し，その結果を理事会に付議するという方法が良いと

思うが，このことを踏まえて本議案の承認を諮りたい旨

提案があり，本議案を了承した。（役員名簿は，別紙とし

て本議事録に添付することとした｡）

議題(4)1989年度会費滞納者（除名予定者）について

清水専務理事から資料の名簿のうち昨日までに会費を

納付された2名については，名簿から削除していただき

たい，総数323名て叡ある旨の説明があり，昨年同様しば

らく猶-f期間をおいてから手続きをとることとしたい旨

の説明があり，質問等なく本議案を承認した。

議題(5)その他

小沢代議員（関東支部帆走委員長）から，レーススケ

ジュールに、5月2日～5日ミドルポートシリーズ関東

及び5月4HCR普及レース関東を追加されたい。旨の

報告があった。

他に，質疑意見等はなく，以上て議事を終了，1635第

12回代議員会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成2年2月24日議長大儀見薫④

署名人尾島祐太郎⑩

署 名 人 小 沢 美 弘 ⑳

役員名簿（1990年-1991年担当）

社団法人11本外1"Ij'L走協会

理事

氏名｜新重 住 )ﾘI

朝河情

石井正行

石原慎太郎

今岡又彦

大 儀 見 菫

久 保 和 男

児玉醐平

清水栄太郎

鈴木康之

並木茂士

林 賢 之 輔

古 川 保 夫

宮坂敬三

安岡信一

山崎達光

柴 田 邦 敏

峰 田 昌 頬

小林義彦

川 端 治 夫

長谷川富延

都 築 勝 利

三 井 祥 功

東京都港区白金3-21-7

横浜市金沢区片吹15-11

東京都大田区田園調布1-44-2

藤沢市辻堂束海岸3-9-41

神奈川県中郡二宮町山西45

小平市上水本町2-6-2

束京都目黒区中目黒1-8-12

束京都文京区音羽2-1-20

横須賀市ハイランド1-40-10

横浜市神奈川区白楽39

横須賀市秋谷1-1-29

束京都品川区大井5-16-12

横須賀市馬堀海岸4-1-5-401

川崎市幸区南幸町1-33

東京都文京区小日向2-21-6

清水市八坂北1-2-20

静岡県駿東郡清水町久米出94

半田市新居町3-45

久居市東蔭跡町43-3

名古屋市中区栄1-29-23

高浜市小池町6-5-17

京都市南区東九条南烏丸町35-6
南烏丸団地1-114

京都市山科因||田御出町33

芦屋市山手町31-26

大阪市天王寺区北山町8-11

芦屋市潮見町3-4-4

明石市大久保町高丘6-2-19

広島市西区己斐中2-3-10

福岡市南区井尻3-10-17

浦添市沢I"55-2

任
！
！
＃
；
！
！
↓
！
！
任
任
任
任
！
↓
！
‘
任
任
‘

菫
！
！
〃
＃
‘
！
！
！
〃
，
新
重
新
重
！
！
！
！
新
重
！

弛
姻
輌
跡
岬
訓
極
麺

夫
正
信
哲
吾
史
明
喜

福
博
英
東
行
正

ノ
ノ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
＃

監 事

横山晃

渡辺修

重任

新任

横浜市磯子区岡村4-18-19

神奈川県ヨ輔M葉山町堀内588
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第112回理事会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

あり，会合を早急に持って以後の進展を期待する。旨の

発言があった。

他に質疑意見等はなく，以上で審議を終了し，1725，

第112回理事会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成2年2月24｢1議長大儀見薫印

署名人石井正行印

著名人今岡又彦印

(112")理事・朧21f・候補者惟嚇名簿

1．日時

平成2年2月24日（土)1640～1725

2.場所

東京訓巷区虎ノ門1－15－16

船舟醐茂與ビル10F会議室

3.出席者

理事30名'|リ出席19名

(111!席）

大儀見薫秋田博止，清水栄太郎，久保和男，朝河清

石井正行，今岡又彦，児玉萬平，古川保夫，安岡信一

柴田邦敏,小林義彦,川端治夫,長谷川富延都築勝利

秋山福夫，平岡英信，松木哲，末松明

理事以外の出席

横山晃(監事),渡辺11多治(監事),平松栄一(顧問会議長）

初鹿野幸生(1IL走委員会副委員長）

4.議題

（1）主要役員の選任について

（2）その他

5.議事

1640,大儀見理事のIrl会て開会，出席理事は19名で､本

理事会の成立をW祷忍，大儀見理事が{賑義長となり，議事

録署名人に石井，今岡両理事を指名，議事に入った。

議題（1）主要役員の選任について

清水理事から，役職についての理事・監事候補老名簿

の提出があり，新任，退任の理事監事及び委員長，顧

問についての報告の後，会長，副会長，専務理事を互選

により選,'l'1,(大儀見副会長,議長となる）次いで、常務

理事については会長（副会長）が指名し，総務委員長に

は規約により専務理事がなり，また，他の専門委員長は

互選に基づき会長（副会長）力指名し，支部長について

は理事会の同意に基づき会長（副会長）が任命した。顧

問については理事会の同意に基づき会長（副会長）が委

嘱した。

以上により，提出名簿のとおり承認した。（役職につ

いての「理事・監事・候補者推薦名簿」は，褥恭事録に

添付することとした｡）

清水専務理事から新任の古川，安岡両理事，また，小

林東海支部長から同長谷川理事の紹介があった。

議題（2）その他

＊清水，朝河，石井各理事から，ミドルポート委員会

及び同レースに関する報告があった。

＊大儀見副会長から,JYRUに関し,NORCとJ

YAとの会合を更に緊密に発展させ，早急にJYRUの

結成に向け努力し，なんとか成果をあげたい。旨の表明

があり，秋田副会長からもJYAとしても同様の考えで

上
止
又

ク
イ
‐
Ｉ 職氏荊

即事 ｲi原慎太郎
人儀兄飯

清水栄人郎
久保和男
並木災士
朝imI清
71jl:IHj･

今I前l又彦
児玉脚平
鈴木服と
林賢之輔
TIT川保夫
宮坂敬三
安li'1イ11－
1I|崎逆光

柴出邦敏
峰川L',tli

小林稚彦
川端沽大
擬谷川1!;i延
都築勝利

三井祥功
秋山冊犬

秋llil#'I

､ド岡英信
松木折
I｣l田束吾

岩lII行史

末松Iﾘl

東征'Eg

会長
副会長副会長,lfll畷小委員長
(xIMS推進委員長）

専務理事、総務委員長
常務理事
関東支部腱，技術担当
海事思想叫及委員長
ルール委員良（※広告｜
ナショナルジャッジ黄｜
法政委血漿
財務委興災
通信委典良
計測委員奨
安全担:'1
帆走姿jiif
泊地対衆委乢憂

，技術担当
及委員長
良（※広告lll1腿特別委員長
ジャッジ盗格群介委員長）

駿河湾支部艇

東海支部災

〃

〃

近畿北陸支部長〃

ｌ
（

MII会長．内抑支部長
（※D・I-I特別委員長）

〃

西内海支部量

玄海支部災

沖縄副支部良

″
″
″

監事 横山晃
渡辺修洽

顧問会議災，関東支部
関東支部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

内海支部
〃

玄海支部

職間 平松栄一
関根久
福,k昭
名釆Ⅱ幸夫
塩路一郎
飯島元治
"III武犬
加藤忠男
貴伝栩一良
野本謙作
大原教

会報小委員量
安全委員錠
技術委員長

禎之
博人
太郎

専門
委員長

近藤

長江
高橘

沖縄支部災
津軽海峡支部長
北海道支部長

支部長 城間
米山
船木

行
勝
也

祥
義
幹

(※）…清水専務即事注。
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第34回総会議事録 社団法人日本外洋帆走協会

1．日時平成2年2月24日(j:)1730～1810

2.場所東京都港区虎ノ門1-15-16

船舶振興ビル10F会議室

3.出席者934名（うち委任状890名）

4.議題(1)1989年度事業幸皓及び収支決算幸|浩

(2)1990年度事業言個及び収支予算報告

(3)1990年-1991年担当の理事・監事の選任報告

(4)1989年度会費辮内者（除名予定者）報告

（5）その他

5.議事

1730,大儀見副会長の司会により開会，出席会員は93

一名で会員総数3872名の5分の1以lZて、本総会は成立す

ることを確認，大儀見副会長力議長となり，議事録署名

人に菅野道，小沢美弘両氏を指名，議事に入った。

議題（1）1989年度事業報告及び収支決算報告について

大儀見議長から，事業報告については，資料のとおり

て､あり読みあげを割愛したい旨提案があり，了承を得，

次いで児玉財務委員長から，資料に基づく報告があった。

次いで横山監事から，2月9Hに笑施した会計監査の結

果は，適法かつ正確て､あり，業務執行については法令定

款に違反する事実はなかった旨の報告と，飯島監事の提

言として，総会資料作成等の準備H数に余裕をもたせる

ため，通常総会は年度終了後2ヶ月以内に招集するとさ

れている定款を，3ヶ月以内と改めることはて､､きないか

検討してもらいたい。また，関東支部マターであるが関

東支部基金については，最も有利な商品による財テクを

してもらいたい。旨の発言があった。

褥義案についての質問等はなかった。

へ篭（2）1990年度事業計画及び収支予算報告について
大儀見議長から，事業計画については，資料のとおり

であり読みあげを割愛したい旨提案があり，了承を得，

さらに補足として,IMS,マリンレジャーにおける通

信手段の確保に関する調査研究委員会，レーススケ

ジュールに11月第2週のニツポンカツフ･レース,5月

2～5日ミドルポートシリーズ及び5月4日CR普及

レースを追加すること，アメリカズカッフ挑戦艇の披露

進水式が4月22日蒲郡て、行われること等について，説明

があった。次いで，児玉財務委員長から，資料に基づい

て，収支予算について各表の説明があった。

なお，総会資料について，次の追加訂正があった。

（追加P28及びP30)

収入の部積立金取崩7,500,000

（追加P29及びP30)

支出の部借入金週斉7,500,000

（訂正P30)

収入の部前年度実績・収入合計110,308,285

木馬鐸についての質問等はなかった。

議彊（3）1990年-1991年担当の理事・監事の選任報告

について

大儀見議長から，大要次の幸晧があった。

先ほどの第12回代議員会て新役員が選任された。理事の

選任は，各支部から選ばれた候補者を代議員会で選任し

たものであるが，その前の段階の関東支部代議員会にお

いて15名の理判|実補者について，本来選挙で支部からの

候補者を選ぶべきだとの意見が出て，関東支部からは，

付帯条件付で第12回代議員会にあげることとなった。代

議員会では,1年の間に，代議員会と理事会の然るべき

メンバーで具体的に対応策を検討し理事会に付議すると

いう付帯条f附で30名の新理事が承認選任された。

この件に関し，新理事会において早急に担当理事等を

決めていただきたいとの発言があり，大儀見議長から，

11寺問の制約があって未定て､､あるが，代議員会において，

臨時代議員会というような形て集まって-1jl急に意見を出

していただきたい。旨の発言があった。

また，大儀見議長から，第12回代議員全て選出された

理事等役員については，第112会理事会において，同理

事会配布資料のとおり,"選等規約に基づき役職が決定

された。（配布資料理事・監事・候補者推薦名簿(112

理）は，褥養舞求に添付することとした｡）理事の新任は

111-川，安岡，長谷川の3氏，退任は嶋旧，渡辺，矢野の

3氏，監事の新任は渡辺氏，退任は飯島氏，専門委員長

は，新任技術委員長高橋氏，退任泊地文様委員長平野氏

で他は留任である旨，また，職務分担は，資料のとおり

である旨の報告があった。

ほかに，本議案についての質問等はなかった。

議題(4)1989年度会費滞納者(除名予定者)報告について

大儀見議長から，資料による報告があった。

議題（5）その他

＊大儀見議長から,JYRUについて,JYAとともに

現在の最重要課題として一層の努力を重ね早急に設立す

ることが先ほどの理事会て確認された。旨報告があった。

＊総会と代議員会とを共催することの要望があり，大

儀見議長から，規約上は可能であろう，代議員会として

の議決方法に問題が生じないようにすれば共催も差し支

えないと思う。今後検討する。との発言があった。

他に，発言等はなく以上で議事を終了,1810,第34回

総会を終了した。

上志葬舞求に誤りの恋いことを証明し，記名押印する。

平成2年2月24日議長大儀見薫印

署名人菅野道印署名人小沢美弘印
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｢ケンウッドカッゴ』ナショナルチーム編成について
国際'j雲員会

『ケンウッド・カップ。』のナショナルチーム編成に関

し，3月に2皿1目のアンケート調査が行われ，その内容

と，その後の関連艇の国内外て領のレースの実績とを踏ま

えて，最終的にチーム編成を決定するための国際小委員

会の会議が4月511に本部で行われました。

第1回のアンケート調査の時点と異なった要素として

は次の点があげられます。

1)参加未定て､あった“海太朗''"LUCKYLAD

Y''がそれぞれ新艇で参加する。

“海太朗V"は2トン,"LUCKYLADY"は

ニュージーランドの1トン"PROPAGANDA''｡

2）「参加の可能性あり」の"DONKYV"、"S

IESTA"が不参加に決定。

3)同じく「可能性あり」であった“洞毎”とG!SWI

NG''が参加確定。

4)"BENGALV''が各地の50ftレースに出場

し,@WILL'､と互角または互角以上の成績をあげ

た（艇名は"TIGER"と改められた)。

以吐の新しい要素を踏まえ，－卜記の如く，ナショナル

・チーム3チームを編成することが決まりました。

BLUETEAM

･､WILL''50ft

･"TIGER''50ft

･!!SWING"2ToN

(｢JAPANCUP」倒券艇）

予備挺"PROPAGANDA"1ToN

GREENTEAM

･$&BLUENOTE''1TON

･､4BOY"lToN

･"ARECANBAY"1ToN

子備挺"DANDELION''

YELLOWTEAM

･"KAITAROV"2ToN

･"TOBIUME"

･"LIBERTEEXPRESS"1TON

予備艇@&SPICA"

なお，今|mのアンケートて鹸チーム編成についての理由

を明確にして欲しいとの意見が2艇より出されました。

この意見は当然のことですが，全艇が同じ条件で国内選

考レースをやることが出来ない状況では，総合的な判断

で決めるしか方法は無く，各艇の実續，の建造年，ク

ルーの実績等々の諸要素を勘案して決定せざるを得ず，

以上の編成が「勝てるチーム作り」という観案からベス

トと判断して決定致しましたことを報告申し上げます。

クラブ・チームはエントリーフォームに記載された所

属クラブ別に構成されることとなっており,NORCノヘ
ラブ・チームを別途構成する可能|生が残されています。

昨年の『ジャパンカッフ]での｣､SWING"(上)と"ARECANBAY

||ケンウツド ツブ参加艇の方へ〃’安
い
航
空
券
と

ホ
テ
ル

力 ヘ

126,000より
八ワイ

1人 ワ

東京発ユナイテツド航空使用Yｸﾗｽ他にC･Fｸﾗｽあり

但し日付により値段変更があります。詳しくはご一報下さい。

サザンクロスツーリスト(株）

丑03-227-3781（|日社名プラスワントラベル(株)）

東京都新宿区西新宿7－'0－'7
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ジャパンカップオフショアシリーズ1990実行委員会からのお知らせ
実行委員長並木茂士す。

1990年度の『ジヤパンカップオフショアシリーズ］は開催日時はここ数年,10月10日の休日（体育の日）を

3月29日及び4月16日に実行委員会が開催され，実質的はさんて､､の開催が'回列になってきていますので本年度も

な準備舌動が始まりました。今月から毎月オフショア誌同様としました。なお，オフショアて鹸お知らせした，第

一こて、『ジャパンカッフ。』に関するニュースを掲載してい4レースの開催予定日を10月10H(水）体育の日と訂正

きます。します。従って，10月11日はスペアデイとなりました。

本年度実行委員長には並木茂士が，レース委員長にはこれは少しでも多くの観覧者（艇）に来ていただきたい

今岡又彦が決定しました。又，レース運営スタッフも，からて譲す。

よりグレードの高いレースを目指し，綴密な運営を行う10月5H嗣インスペクション

ため昨年と同じスタッフが担当することになりました。10月6日(=lj第1レースインショアレース

年々改善が行われてきている受け入れ泊地等に関して10月7日(｢I)第2レースインショアレース

も，今年はサーブ'90が開催された後の施設を利用でき10月8日(H)第3レースシヨートオフシヨアレース

ー事がほぼ決定していますのて､，皆様のご期待に少しで10月10日附第4レースインショアレース

も応 えられると思います。10月11日附スペアデイ

開催地は昨年と同様に神奈川県城ケ島沖で開催されま10月12日(金)第5レースロングオフショアレース

第6回ジャパンーグアムヨットレースのお知らせ
1スタート日時:1990年12月280(金)12:00スタートに取付.けのこと（定時交信あり）

2．出国手続：1990年12月27日嗣7.広告表示:A

3．第2レース1-1時:1991年1月6日(llp:00～14:008．出場艇数:MAX30艇まで（泊地の関係により）

（親善レース）（グアム時間）9エントリーフイー:10～12m7万円

4．表彰式・パーティ:1991年1月61-119:00～21:0012～15m8万円

知事公舎15m以上9万円

5．出場資格:L.0.A.10m以上で､,IORもしくはIM10.申込受け付け:1990年7月1日～9月20日まで
Sレーティングを持つ艇カテゴリーI尚，申込にはエントリーフィーを添

6．通信:SSB推薦備品（新設については補助制えて提出して下さい。30艇に達した

度あり),VHF,EPIRB必須条件時点で申込締切とさせて頂きま-す。

但しVHFアンテナは必ずマストトップ。

丁便配
所要時間1
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0．4418

0．4816

0．5005

0．5641

0．4710

0．5355

0．5203

0．5440

0．5232

0．5721

D NC

D NC

PMS

~DNC

sUR門OmU便凡澗にHTRACE(Aｸﾗｽ)成績表
NO.艇名

33350RIHIME

4241G'NET

35550IDON

1993ASTERIXW

3746PEANUTS

1616SEAWITCH

3529PANDORA

4176HUMMINGBIRD

2613GONBEIV

3580RYUOMARU

2735TRADEWINDSCLOUD

3980FIRST

3224LUCKLADY

670VALETOFROCINANTE

3657ERANOLI

4288wINGsm

2000GEKKO

1897TORNADOH

380TITIS
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第巳回関東ミドルボート選手権成績表
IORDIVISIONFINALLIST l,2R5113[1,3R5)1411開催レース委ji瞳大津勉

｢雨 艇名'Rating
ｱﾌﾛｲﾀJr 22．94

青波行22.87

CAETLA24.73

インデﾝﾝｽV23.09

SEACROWN22.85

RIPLLEm23.09

ｽー ｴーｽﾒﾗﾙﾀ゙ 24．95‘

－乗Ⅲ22.46

HALFTIME25.90

JEREVIENS22．94

PHOEBEE23．23

ｻﾏｰﾉｰｽﾞ24．63

風神丸22.76

ﾝｷｰｲﾝﾙｽ24．62

BASIC21.58

ROUGE22.94

カレントネラ24．54

八丈25.52

SAMOAV21.86

海援隊24.58

TRACER22．08

写楽25. 23

KELONIA24.12

CHARCHAN24.54

BANGDIT22.60

SHYLPHEDES24.55

SHADOW22.17

ぽ組22.71
NAPOLEON22.76

PEGASUS18.93,
5月5日の第4レース・第5

WeightT.C.F.1R得点'2R得点'3R得点
6000.7390292828

5990.738230.2530.2524

6620．7573222429

60 70 .7405282026

5980.7380271625

6060.740512930.25

6690.7595242110

58 50 ．7339172215

7010.7689261413

6020.7390201220

6110.7420161123

6580.756312722

59 50 .7371191312

6580.756212517

5560.724523118

6020.739011919

6550.755411027

6880.765215814

5650.72752517

6570.755818150

5730.729914116

6 7 8 0.76231921

6 4 1 0.751111711

6550.75541262

5900.73542116

6560 .75551232

5 7 6 0.73091181

5940．7366119

5960.7371118

467,0.6951115
レースは強風の為，ノーレース

合計’順位
851

84．52

753

744

685

60.256

557

548

539J'一
5210

5011

5 0 1 2

4413

4 3 1 4

4215

3916

3817

3718

3 3 1 9

3320

3121

3122

2 9 2 3

2 9 2 4

28251‘へ

2626‐

2 0 2 7

1128

1029

730，

4324

3201

3561

1088

2979

3306

3386

1155

3001

3710

3888

3530

3714

3018

3387

3825

3838

381

3055

3839

3510

3809

2182

4147

3711

3002

4040

3518

4218

2219

表 彰

|ORDIVISIONｱﾏﾁｭｱ賞

ｲﾝﾝﾝｽV74.00点

一乗Ⅲ54

JEREVIENS52

P H O E B E E 5 0

ｻ ﾏ ｰ ﾉ ｰ ｽ ﾞ 5 0

風神丸44

DIVISION総合賞

85.00点

84．50

75

74

68

60．25

｜OR

ｱﾌﾛｲﾀJr

青波行

CAETLA

ｲﾝペﾝ>ノスV

SEACROWN

RIPLLEⅢ

ﾐﾙー ﾄｵー ﾅー ズｸﾗ杯
〃

〃

〃

〃

〃

優勝
2位

3位

4位

5位

6位

ﾀｶｷｭー ｶｯ･三浦市長杯

ﾐドﾙー ﾄｵー ﾅー ｸﾗ杯
〃

〃

〃

〃

優勝

2位

3位

4位

5位

6位

４
１
１
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６

２
０
６
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７
０
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５
０
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０
８
０
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８
５
１
８
３
１

０
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８
５
７

１
１
３
３
３
３

|ORDIVISIONｼﾆｱー ﾄ賞

381八丈37点ﾐドﾙｰﾄｵｰﾅｰｸﾗ杯

-1984.4.2010R計測訂害取得一

|ORDIVISION特別賞
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会場の拍手で決定

YOK艇のｰｰ
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CRDIVISIONFINALLIST )R5月'11_1開樅レース委j嘩大祁勉IR,2R5)1311

NO．艇名Rating定員lR
1733UFO6.9524．25

3740TUPAMAROSS7.90823

415 1L IBRA7.75102 0

3213ｷｬﾃﾝｶﾘブ7.0021

3592LAHAINAm7.3022

3639CRISTPHERI7.15101

319KAMAKURAI7.001 21

368赤城7.3512 1
4065SOALING6.801 21

3426ﾝｽｵﾏジｯｸ6．551 0l

3988ARIADONE7．15121

へ669ｺﾙﾂﾁI7.401011
40 1 8 華子6.85121
2502KUVERAI6.60121

3967CARIBBEAN7.251

2967HOLIDAY6.80101

663MAX6.75101

3590VIGOROUS7.151

3877GUANDALINA6.30121

2 690くるしお7.90161
4 280SARA7.30101

4092ｸﾀｰｳｲｯﾁ6.501

1985 波勝7．051
3226,AMISTADI6.60101

5月5日の第4レース，第5レースは強風の為ノーレース

総合
68．25
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3

位
１
２
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８
９
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1
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6
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2 Ｒ
｜
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－
１
｜
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一
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
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ｌ
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１
ｌ
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１
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１
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１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

Ⅳ
｜
陥
一
胆
一
ｕ
｜
喝
一
ｎ
－
ｎ
ｌ
ｍ
－
９
ｌ
８
ｌ
７
ｌ
５
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
１

皿
ｒ
Ｆ
ｒ
Ｆ
Ｆ
ｌ
ｒ
Ｆ
Ｆ
万
万
万
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表 彰
CRDIVISIONｱﾏﾁｭｱ賞

LIBURA45.25点

ｷｬﾃﾝｶﾘﾌﾟ41

LAHAINAm29

CRISTPHERI25

赤 城 2 2
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CRDIVISION総合賞

l 73 3U FO 68.25点 ﾐドﾙー ﾄｵー ﾅー ズｸﾗ杯
〃
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〃

〃
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９
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０
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勝
位
位
位
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優
２
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５
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〃

〃

〃

〃

優勝

へ2位
3位

4位
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５
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５
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２
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３
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CRDIVISION特別賞

GUAKDALINA

SARA

UFO

釜千
一房J

LAHAINAm

嘉悦女子短大
木更津

ﾔﾏﾊ艇の1位

YOK艇のｰｰ

同社艇の1位

ﾚｨｽ.ﾁーﾑ賞

遠来賞
㈱ﾔﾏﾊ東京賞

㈱ｴーｽﾏﾘﾝ賞

㈱ﾆｭー ヅｬﾝ賞
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８
２

７
８
３
１
９

８
２
７
０
５

３
４
１
４
３

SuRWON1u便凡棚CHT■配E(Bｸﾗｽ)成績表
｜睦

１
２
３

得点
7．25

6

5

DNC

DNF

DNC

PMS

艇 名
SOUMI

DONBURA

AGURI

MYFAIRLADY

HALYQUEENI

NO.

3295

4166

3807

YA-25

Aクラス,Bクラスとも5114Hll:00スター｜

レース委員瞳占川保夫

YA-25I|
36631

EQRIPCE

EBBTIDE
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1/2トン,1/4トン,ミニトンに関するｱﾝｹーﾄ集計結果
質問の主旨

昨年11月のORCの会議て､､は,本誌にも報告した通り，

IORはルールを向う6年間改定せず,現在のルールを

安定糸肘寺することで存続が計られることとなl)ました。

しかし同時にIORが「金が掛る，寿命が短い，う。ロ

の乗り手でなければ勝てない」等のF1的性格が免れな

いことから，小型IOR艇力將来存続できるのか，ある

いはどういう形て鹸残すのかが真剣に読義されました。

その結果，コスト高がこれら「小型IOR」の普及と

存続を妨げる大きな要因となっているとの認識に立っ

て,25.0ft以下の艇については使用出来る素材等につい

てIMSと同じような制限が導入されました。

しかし，これだけて、，この「小型IORクラス」の将

来が必ずしも安泰というわけて叡はなく，その後,IOR

クラス(LevelRating)委員会で色々 検討力號けられて

来ました。その結果，％トン，％トン，ミニトンの下限

の三クラスの在り方について次のようなアンケートをO

RCのカウンシルメンバー，各ORC委員会のメンバー

を通して広く関係各位を対象に実施し，今後の対応策を

立てる上での参考とすることが決まりました。

対象は，％トン以下のクラスのみで､，アンケートの内

容もヨーロッパ中心のかなl)身勝手なものもあります

が,IOR艇のオーナーぱかりて､､な<,広<IMSやク

ルーザー・レーティングを含む外洋レーサーの今後の在

り方にも大きな影響をもたらすことにもなるので，オー

ナー各位て､､この問題に関心のある人はこのアンケートに

ご意見を寄せ，広く協力して戴きたいと思います。

（国際小委員長大儀見薫）

集計結果

全支部のNORC特】11会員約700名を対象に調査を行っ

た結果，ハガキ返却数125枚（無効・無回答4枚）

1／2トン以下のクラスの世界選手権レースの参加が過

去三年間低減して来たことを念頭に置き，その活性化の

方策として，貴方は，

①この三クラスの内，二クラスは廃止し，一クラスのみ

とすることに賛成でしょうか？

賛61否58

②上記に賛同される場合，どのクラスを残すべきだと

思われますか？

ミニトン8

1/4トン5

1/2トン45

③上記の選択について，その理由は何て、しようか。

賛のうち

ミニトンを残したい理由

・緬斉性，普及率

・外洋ヨットの入門クラスとして適当である

・活発な活動をしているから

l/4トンを残したい理由

.ある程度の航海に耐え，費用もそれ程かか

らない

・サイズの中間で､あるから

・レベルレーテインク、に適当な寸法て､､ある

l/2トンを残したい理由

・艇の大型化が時代の流れである

・他の2クラスはローカルに徹すれば良い

・他の2クラスは外洋ヨットとして構造，適

正等に問題がある
～

否とした理由

・外iWI|L走艇の基礎となる小型クラスを廃止

するのはレベルの向上にﾏｲﾅｽになる

・各クラスそれぞれに特性があり，一クラス
に限定すべきでない

・それぞれのクラスに強いニーズがあり，オ

ーナーの構成，性格に大きな差がある

④もし，二クラスもしくは三クラスが全部存続すること

になった場合，その世界選手権レースは，

一ケ所て､同一イベントとして行なわれた方が良い91

従来通りそれぞれ別々に行なう方が良い24

⑤これ等クラスの世界選手権レースの活性化のため，
「イベント化」を計ることて愈，参加者にとっても一般

観客にとっても魅力のあるものにすべきと思われます
か？ 賛105否11

⑥オーナーの経費負担を蝿減するために,|11－地点で連

続して3～4年間同一クラスの世界選手権レースを開
催することについてどう思われますか？

へ
このような対応は，例えば3～4年間はバルチック

海に次の3～4年間は地中海，次は英仏海峡の海域で

行なうといったやり方で，同一クラスの艇が同一海域

に止まることを可能にし，運送費の負担を軽くするこ

とがて､､きると思われますか？

賛49

理由.ぜひ日本で翻崔してもらいたい

・開催地の人々と深いつきあいができる

・レース海面に適した艇のデザインカ可能

だから

否65

理由･H本と関係ない

・遠隔地のオーナーは結局，経済面で負担
が大きい

・艇の維持，管理に不安がある

・運送費の代わりに管理費がかかる

・1ヶ所に3～4年は長すぎる，3～4年

も同じ艇に乗らない
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・色々な海を帆走る方が楽しい

⑦もし．今日の小型レベル。レーテイングクラスそのも

のが、もう存続することが難かしいとお考えて､した

ら，公く新しいタイプ。の艇を採用するとして，その新

い､クラスについてどう考えられますか？

1)建造費は安く、特殊素材は禁止する58

2)解り易いルールを使う

（簡易クラスKeepitSimpleClass)52

3)限定IORう。ロダクション艇を使う23

4)スペシャルレギュレーションはカテゴリーIVとし，

オーバーナイトのレースは一つとする20

5)セーリンク守力面円い，風下へはう。レーニンク、できる

ような艇17

6）トレーラーj鋤fがて頓きるよう最大1幅は2.5m以内と

する12

~7)28ft以下にする1()

8)3人乗l)にする8

以上もしくは別項のコメント

・セーリンク慧がヨシ|､の原点だと思う

・どんなサイズ．型にしても問題は起こり，解決しな

いと思う

・底辺があって頂点があるレースにすべき

・誰でもレースに参加で､きるシステム作りが必要で､あ

る

・フ･ロ、業者を除いたピュアアマチュアのクラスを設

定すべき

更にIOR以外の新しいクラスについても建造費を安

〈（58)、わかりやすいルールを(52)に意見が集中したこ

とも一つの方|fIIを示したものとして注目される。今のI

ORは逆に高く付いて，ルールが解りにくいということ

て、もあろう。

このクラスの世界選手権については，イベント化して

(105)，一ケ所て統合してやる(91)が強く支持された。

開催地に関しては，ヨーロッパを中心にまとめること

に関しては意見がわかれ,"H本と関係ない”もしくは

“日本て､やってもらいたい”という意見が目立ったとい

える。今のヨーロッパ中心の運営が，実質「ヨーロッパ

選手権大会」に過ぎない現状をもたらしていることから

見れば当然のことだろう。

日本の立場から見れば「太平洋選手掴といった性格

の強い，ケンウッド・カップ。などを朧り立てて行く，独

自のスタンスをニュージーランド，オーストラリア，ア

メリカなどの太平洋勢と共に検討すべきときに来ている

といえる。

ワンオフの注文生産で，サラブレッドのレーシンク舎・

マシーンとしての極限のレーサーをねらうIORクラス

に対して，う｡ロダクション艇を中心にした、クルーザー

レーサーによる多様なレースの可能性を追求するIMS

とが併立するというのが今のORCの基本方針であり，

昨年のサザン・クロスではIOR60,IMS60といった

エントリーの状況となったことからも，この方針が急速

に支持されて来ていることを示している。

しかし‘レーティンク、・ルールによるハンディキャッ

プ方式とは別に、ワンデザインのプロタ、クション艇の普

及が，クラス・ルールを!|!心としたスクラッチ．レース

の可能|生を大きく伸ばして来ていることに注目する必要
があると思われる。

オフショア・ワン・デザインのアブ･ローチは，今回の

アンケートの結果を見ても，小型レーサーの今後の在り

方を示す一つのやり方だということが、うかがえるけれ

ども，何も小型レーサー(J-24等）に限ったことでは
ないのではなかろうか。

ハイパフォーマンスのIMSによるワンデザインクラ

スが真剣に検討されても良いのではないかと思われる。

アンケート結果について－大儀見国際小委員長

ORCのレベルレーティンク委員長が､平びかけた,%

トン以下のIORクラスの将来に関するアンケートに対

する回答は，オーナー各位の強い関心を反映して,125

におよんだ。

その結果については，ここに集計してある通りだが，

へﾓｰﾙIORの存続に関しては,意見が完全に分か

れ，従来通りの三クラスを残すべきとの意見が58．一つ

のクラスに絞ることについては61人が賛成した。この場

合，％トンにすべしが45,ミニトン8,Xトン5となっ

た。

'900RC特別規定変更点 安全委員会

セールナンバーの大きさ・形状に関する規定を全て

削除。(IYRR第25条に同じ規定があるので，

重複を避けるため削除）

SR6.0

AgeDate,SeriesDateに関する規定の中のレーティ

ンク、区分を全長区分に変更

SR6.55

‘89の謝直を訂正（水密隔壁の規定）

SR6.61.1

ライフラインの材質（ステンレスワイヤーl×19)

特別規定（以下SR)l2

10R→削除(IMSの登場によりIORを含む一

般的な言|r'lしに）

SR4.1

言IIIしの変更（内容は同じ）

SR4.6

6.31.1～8.31(コックピット排水口，ライフライ

ン，アンカーなどの規定）に関するレーテイング区

分を全長区分に変更。

SR5 6

1

52

d~b

lj

６

７

4
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に関する規定の追加。(b)メインセイルの60%P以下のリーフ装置

余てのライフラインは,1×19のステンレスワイ但し，芳香属繊維（ケブラーなど),カーボン縦

ヤーもしくは同等以上の強度をもった標準適なステ維，その他の高分子繊維の使用は許されない。

ンレスワイヤーでなければならない。 （ストームセールからケブラーなどは締め出す方

ラニヤードや端末部｢111!はライフラインワイヤーと同針て鱗ある｡）

等の強度の物て､､なければならない。（以下に,1×112.SR1032

9ワイヤーの最小直径を示す。端末部品もこれによ応急操舵装置に関する文章の追加

る。クルーが体重をかけて座るため~~卜段のライフラ少なくとも1つはその方法をヨットの上て説明（誠

インも同じと す る ｡ ） 験 ） で き なければならない。

8.SR6.62.113.SRl1.4.

ライフラインワイヤーの太さ（直径）に関する規定。ライフラフトの頃からカテゴリー3削除

LOA28ft/8.53m以上のヨットは直径5mm以'二。14.SR10.51

9.SR6.63 11!1l帰反射材の 頭に“マリングレード”追加

ライフラインワイヤーの太さ（直径）に関する規定。15.SRl1.51

LOA28ft/8.53m以下のヨットは直従4mm以'一・“ライフスリング”という言葉（名称）は，商對勺

10.SR6.65規制なしに第三者が使用て守きることになった事を確へ
ジャックステイの材質・サイズに関する規定認した。

ジヤックステイは直径5mm以上,1×19のステンレ16.SR12.

スワイヤー（耐荷重約2000kg)又は同等の強度の全て削除（夜間のハイクアウトに関する規定）

織ったベルトで､なければならない。追加ウエイ|､ジャケットの使用は不可

（織ったベルトは踏んでも転がらないため，ジヤツライフラフトのマーキングに使川する1'11帰反射材の
クス テ イ に 通している｡)蝋に“マリンク．レード”追加

11SR10.22

カテゴリー3．4．はヘビーウエザージブと

(a)ストームトライスル又は

ブレジャーボート研究会編著
心ﾑ心

A5判・252頁

定価2000円(税こみ）

発送費360円

蕊〆
み方のノウハウを満載した注目の書，遂に発刊!！(株)成山堂書店

〒'60東京都新宿区南元町4－51成山堂ビル内狂03-357-5861FRXO3-357-5867振替口座東京7-78174
こ注文は最寄りの書店にこ注文ください。近くに書店がない場合は，本社直接の注文にも応じております。

その場合はお名前，住所，部数をこ記入の上定価および発送費を，現金または切手てお送り下さい。

鐙建の③様のご都合等にかまってはくれない｡ｼー ﾏﾝｼｯﾌ゚
は,人間と船と海との掛り合いの中て;時に大きな犠性

NORC副会長大儀見薫を払って積み上げて来た「生活の智恵」である。

日本の海洋レジャーも近年いよいよ膿んになって米今lmIプレジャーポート研究会が，海上保安庁の協ﾉ』

た。歴史的なアメリカズ・カップ･に日本も初挑戦するを得て,｢プレジャーポー|､読本｣という好企画を刊行さ

とか，太平洋縦断レース等の大型企画も華々しく行なれたことは,まことに時宜を得たことである｡海の現場

われる一方,手近かなウインド･サーフィンは,水と風から,現実に即した具体例を豐富に取り込んて編集され

きえあれば，どこて願も見かけられるようになって来た。たこの｢読本｣は,安全℃そして楽しいポート遊びを志

しかし,波と風は決して手心を加えてくれない。人間す者にとって貴重な智恵の宝庫となるだろう。

の愛好
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総トン数20トン以上のレジャー

ボートの船名変更について
ヨットも総|､ン数が201､ンを超え悪評を買っている所であります。

ると，法規制が厳しくなることはごさらに第8条には（名称変史の許

存知と思いますが，なかでも一番大可制）として，「名称は管海官庁の

きい問題は、小型船舶操縦上の免許許可を得るに非ざれぱ変更すること

では乗れなくなるという点て､はないを得ず」とあ')，これは本法の連用

かと思います。イllし，これは船舶職を定めた船畑去施行細則の第19条に

員法第20条の乗組み基準の特例とし「船舶の名称の変更を許可するは次

て，手続を行えば一定の条件の下てﾞの場合に限る」とし，

「20トン以上て､全長17m程度まて､､の(1)前所有者の氏名，名称又はこれと

外洋レーシングヨット」については同一と認むくき名称を有する舟酬日

へ岸級小型船舶操縦士の免許て乗れるを取得したとき。

ように措置が講じられています。（2船名の名称に番号を冠付し，又は

さて,本題の船名についてて､すが，冠付したる番号を変史若〈は削除

20トン以上の船は船緬去の第7条に するとき。

（'玉1旗掲揚及び名称等標示の強制）(3)所有者に船て船舶の名称のために

として,｢II本船舶は法令の定むる所著しき不更を受けるとき。

に従い｢1本の国旗を掲げかつその名とあるため，この3例に該当すると

称（船名)，船籍港……を標示するき以外は一切船名の変更は出来ない

ことを要す」とあり，船名の標示がこととなっています。

義務づけられている訳て､､す。しかしこれは，先の第7条に基づき，船

「法令の定める所｣には｢10センチ以首両舷及び船尾に船名を明記させ，

_Iの圧l字｣とあるため,ハイカラな英これを船の外見による識別の手段と

文字等の毒J肴は認められておらず，しているため，船名を自由に変更す

1990年度関東支部レース日程表(案)〔締切5'5以降のみ〕
関東支部帆走委員会

~ 里 レース名’第35回神子元島レース’第28回小網代カップレース

コース

小網代（95浬）

↓

神子元島（反）

↓

小網代

スタート|11/3(jz)11:00
申込締切|10/26(金）

出艇申告

艇長会議

参加資格

11/2(金)18:30

NORC本部

IOR/JORI～ⅥORC-3

NORC-Bｸﾙー ザ-RIMS

担当｜油 壺

小網代（65浬）

↓

大島（時）

↓

小網代

11/23(金)11:00

11/9(金）

11/22(金)18:30

NORC本部

IOR/JORI～ⅥORC-3

NORC-Bｸﾙー ザー RIMS

小 網代

※5月20日（日）ミノルタカップ（江ノ島フリート）

※7月26日～8月7日日ソ親善ヨットレース

※8月26日（日）石原裕次郎メモリアルヨットレース

0F応HORE

ることは，詐偽又は識4等の弊害を

生じたり．犯罪を隠蔽したりし，財

産の保金_l."'らか，治安l力'らか好

ましいことで､はないため，人名の取

扱とliil様このような厳しい取扱いと

なっている訳です。

しかし，レジャーポートは趣味の

物て､あり，たとえ!''古て､購入して

も，自分好みの名前を付けて可愛が

りたいのが人情というもので，前の

オーナーの彼女の名前をそのままウ｜

継がなければならないと言うのは余

りにも酷と言うものであります。

この辺の事情を無粋な役所もやっ

と蝿解し，「遊興用の個人等の所有

による船舶（所謂う。レジヤーポー

ト）の船名変更の許口Iについて」と

いう文耆が最近出され，従来何の彼

の言われて認められなかった船名変

更が，レジヤーポートに限り，所打

者の変更時等は先の許可要件の(3)に

咳当するとして許｢'1されることとな

りました。

なお詳細につきましては近くの述

輸局舟舗臼部又は海運支局にお問い合

わせﾄ゙ さい。

小網代チルデ|｜今北文夫

'90年度横浜フリート

スケジュール
6月3日(II)横浜レガッタ

（1胆I目）

6月23H(上）勝山ランデブー

（びわ狩・レース）

8jj4U(t)大島ランデブー

（第17回）

9月9H(I1)横浜レガッタ

(2[nl目）

10月7日(II)横浜レガッタ

(3111旧）

11月4H(I1)横浜レガッタ

（4m目）

11月25日（日）横浜レガッタ

(51u旧・表彰式）

連絡場所：横浜フリート橋本

TELO45-253-2917FAXO45-261-2918

申込締切：イベント前2週間



0F応HORf 24

た。特別なし。

4171神輿BENE下田港1

2.96m×11.27×4.22×l.8．オー

ナー氏名／磯辺良男O艇名の由来

／会社名を決める時“しんこう”を

漢字で書くのに“神輿”とするか

“神輿”とするか迷って現在の祉嘆

にしたという昔話があって，ヨット

は神輿と書いて“みこし”と読むこ

とにした。◎これからの抱負／こ

れまでクルージンク識｢''心だったが，

今後各種レースにも出場したい。何

しろ初心者集団で､ある為，練習を重

ねる事と自慢のクルーワークに更に

磨きをかけ、レースに,'l'!たら少しで、

も良い成績が出せる様頑張りたい。

◎クルーの顔ぶれ／社員全員が気

軽にヨットに乗れる様にしている

為，社員全員がクルーて叡す。又，社

外の方の乗艇も歓迎しています。

◎その他NORCへの要望／当艇の

ホームポートは下田なのて鹸，‐卜田方

Iniて､､のレースや催しの企画をお願い

したい。

4302C-SKYYOK-33佐

励・小仕I祁湾10.5m×7.80×3.30

X1.90．オーナー氏名／久保井稚

也◎艇名の由来／海（シー）を空

（スカイ）のもとて楽しもうとして

命名しました。◎これからの抱負

／料:いクルーが多いのて癖，楽しむこ

とと，レースに参力||することに努力

します。また．新規クルー希望者も

多いので､，安全を重視し，基礎訂||練

にもﾉJを入れたいと思います。◎

クルーの顔ぶれ／大津山彰（''本>へ

学体育会ヨット部出身）鹿川昌宏

（ヨット協会中級，剛体参加）大宰

寛（東海大学海洋学部卒業）◎そ

の他NORCへの要望／おつき合い

1mの繩旨導もよろしく，お願いしま

す。

■新登録艇のご紹介

2462EVE1YA-25Ⅱ横

浜7.49m×5.87×2.72×1.460

．オーナー代表／足立利男◎共同

オーナー／長'鳴祐二．艇名の由来

／1979年12月24Hのクリスマス・イ

ブの｢|に進水式をｲjうことになった

から，あえて考え込むことなく､

“イブl''と艇名を決めました。

◎これからの抱負／私も含めてク

ルーの誰かが無線免許を取得したら

2111:目の艇乗り替えを考えようと

思っています。クルージング及び

ローカルレースに出たいと思ってい

ます。◎クルーの顔ぶれ／メカ担

当・長嶋祐二，フォアデッキ・鎌|Ⅱ

広之，ナビ・坂口'|"I,森崎君一子，

長崎lll理子，加藤聡◎その他NO

RCへの要望／会友艇として2I!II登

鉢しましたが史新がめんと．うになっ

たのて特別会員になることにしまし

■1990初島卯月レース成績表ﾚｰｽ委員長
R(ft)

ｸ ﾗｽｾｰﾙNo艇 名 タ イ プ オ ー ナ ー ﾌ ｨ ﾆｯｼﾆ
R(m)

IOR/JORｸﾗｽ
13070BEONEFRE5240.93合田耕平RET
I3224LUCK}.LADYTAK4635.52稲葉文則17.42'56'‘
I355SLEEPERM/N4232．64武部喜一17.13'15〃
I1465MAUPITIFRE3830.87岩田禎夫18.10'44”
I3355YUKIKAZEVYOK4030.12斉藤昌邦17.49'34”
I3544BLUENOTEITO4131.06五十井進17.22'42”
13606BOYFAR4030.68山田陸17.13'58”
13660SEIKAIHAX-131.04清田博17.13'09”
I3800KARASUTAK4030.94斜森保雄17.18'52”
14014ESMERALDAJ-3331.31植松真18．11'26”
I4033ARECANBAYFAR4030.55後藤裕17.11'02"
m3295soUMI-YYAM38R28.29佐藤三次18.07'38”
m3896sHIKONX-9929.77土橋照泰18.28'30”
IV2182KELONIAYOK3324.12大谷正彦18.35'51"
W3001HALFTIMEYOK3525.90田沼英明RET
W3306RIPPLEmYOK30R23.09硲俊弘18.00'03"
W3530SUMMERKNOWSTAK3424.63高村宏18.02'34"
W3561CAETLAX3/424.73沼田尚文18.02'55"
W3705DIAMONDYOK30R23.30小川弘18.14'22”
IV3809SHARAKUYAM3425.23熱円三-七行17.52'03"
W3839KAIENTAIHOL3324.58永田敬三18.41'20”
W4147CHARCHANTAK3/424．54木原和喜17.54'42"
V3002SYLPHIDESYOK32S22.90蒲谷和行DNC
V3005SAMOAVU-3121,86大石巌18.34'25"
V3236NEFUNOREOYOK3122.24馬谷原宜彦19.27'34”
v3333TABATHAmYoK3122.37久保田茂DXC
V3387BASICYOK2821.58小板橋博行18.39'46″
V3485ISISYAM30R22.35北中壮彦18.46'41”
V3510TRACERTAK30F22.08三宅智久18.58'18”
V3714FUUJINNMARUYOK31N22､76高橋真明18.27'25”
CRﾚー ﾃｨﾝｸﾗｽ

324AKIZUKIDHL316.40m和久井喜治郎19.33'43”
1044TELEMATIQUEJAN348.20m高木昌彦DXC
lll5STAYERX-3728.75m吉田修18｡41'54"
2690KUROSHIOMNAK337.90m藤村真示19.36'29”
2967HOLIDAYYOK297.10m馬目徳男19.46'21”
3426DANCEOFMAGICSWG286.55m原田八郎19.23'23"
3536ECHUDOELO109.75m向井豊17.48'48”
3768FRENCHKISSX4049.70m山科 誠 D N C
40930BSESSIONARC307.20m野口壮一19.49'17”
4137 BJ 7F CE9.90m猪狩光清17.22'43”
4156ROMANGS4028.80m大武幸雄19.01‘10"
4175VOYAGEREDV306.80m大庭康19.58'17"

オープン参加
4260FOLLOWMEF27．－S､C･カリー17｡34'40"
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レース委員長加藤幸男めがけフイニッシュ手前て､ジャイブ 尚，毎年フィニッシュ後，レース

4月7日仕)，雲りの中，午前11を繰り返した艇は功を奏し，江の島報告書と航跡図を出さない艇があ

時，全艇リコールもなく一斉にスを目指した艇は上位に少ないようだ。り，後日連絡してくるが，必ずフイ

タート｡真 上り になってからは，かなりの ﾆ ﾂ ｼ ﾕ 後 速 や か に ﾚ ｰ ｽ 本 部 ,

スタート直後，4～5％の片上り強風になったようで，リタイアの第若しくはコミッテイ艇に提出して項

の風も，初島の手前約5マイルの地一報は，メインセイルの破損，第二きたい。更に，毎年たいていブイ

点にトップ艇がさしかかった頃，真報は，ランニングバックステーを引ニツシユラインが小綱代港の手前に

上りの風にシフトしたようだもいているところリギンが切れて，デなるので，事前に大網の位置など障

その真上りの中，上位艇はタックスマストしている。害物を確認して頂きたい。
を繰り返しているのに対し，上位にその強風のため，初島を回ってかフイニツシユ後のトラブルがいつ

へ.れなかった艇はポートのまま艇をらのランニングは，各艇かなり楽しもあり，レスキューを要請するにも
落し，ワンタックて鹸初島に向けてぃめたようだ6コミッテイとしても，時間力握いため，連絡に苦労してい
る。全艇のフイニッシュが早く，嬉しいる。重ねて誌面を借りて要望致しま

又，初島からの帰りは，城ケ島を事であった。す。

l.O.R.優勝l.O.R.2位l.O.R.3位CR優勝

ARECANBAYBOY青海波BJ-7
琴雲霧蕊、．‐‐．‐;芝苓
声鈩"お斑.

囚
Ⅵ
Ｌ
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軍

職
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ー

錘

三 …

写真提供：諸磯フリート，関東支部広報委員会，撮影協力：熱毎°はなぶさ



0F応HORf 26

RAV""CREEKV""MI

XMAX"と入れ替り，第一下は

この順位に@QDOOBEI"がイン

から"MIXMAX''を抑えて三

位に浮上，ここから今シリーズ最大

の山場がやってくる。第一下回航後

そのまま東へ延ばしていく"SAK

URAV"は，どうしたことか，

タックして西にコースをとった"C

REEKV"をおさえず，さらに

"DOOBEI"が"MIXMA

X"を抑えたまま東へ東へとレグを

延ばす。やや遅れていたG&POIS

SONROUGE''か西のコース

て､"CREEKV"を追う展開へ

なる。艇団は東西に二分されたのだ

が結局，第二上は大きくひきはなし

て"CREEKV''が，続いて

"POISSONROUGE",

かなり遅れて"SAKURAV"

となり以後このままの順位でフィ

ニッシュ。

ワンタックで大きく命運が分ける

レースとなったが,&@SAYU"も

東へ行ったため順位を下し，結局ク

ラスBでは"IMP""MOLA

MOLA''"MARIE"の順とな

る。Cクラスでは,"MICHIK

O''が負傷のためリタイヤ,"ハー

モニー"!StarDust"の

順となる。

第2レース，オリンピックコーヘ
横一文字のジャストスタート。第1

レースのうっぷんをはらすごとく，

先ず第一上にたどりついたのは"S

AKURAV",二番手"CRE

EKV''"MIXMAX""E

SPERANZA"・

Bクラスでは"MARIE""S

AYU""IMP''"MOLAM

OLA"・注目のCクラスは“ハー

と

第4回
関西ミニトン

選手権&
、
、
、
心
⑩
恥
。
■
も

兎〆，
耳l

I

－－－'

第4回ミントン関西選手権は4月

14,15,22日の日程で，ピワコの

レークウエストヨットクラブを基地

に行われた。参加艇数22,クラスは

A(IOR),B(クルーザー),C

(Y23)の3クラス。今大会の特徴

はクラスCを新設したことて鹸ある。

このクラス新設には，昨年の全日本

て種々な問題が提起されたのを受け

て，クルーザーレーテイング5.3m

を上限とすること，又は5.0mのな

かで艇の改造をほどこすこと，のい

ずれかにも無理があり，充分な議論

をつくせなかったため，やむなく別

クラスとして出発することになった

もの。今後ミニトンのプロタ､クショ

ン艇としてはY21が生産されていな

い境伏から，このクラスの拡大が予

想されるところであるが，急なこと

で､もあり，今回は3艇の出場にとど
キー診‐､ナコ
‐-ダ’ｰo

レーサークラスでは"TWIN

CAM"が関東にあり，出場しな

かった以外はミニトンレーサーがほ

ぼ出そろい，事実上の全日本の祷目

を呈することになった。なかでも全

日本二週勝の"CREEKV".

締切りギリギリに艤装を終え駆け込

み出場となったマリンオフィスフジ

タの綿挺"SAKUKAV",第

3回大会優勝艇の"MIXMA

X"の走りが戦前の謡逼となった。

一方Bクラスでは全日本優勝艇の

“蒻翠”の不出場が|昔しまれたが，

前回侭勝の"IYASAKA'',B

SYCのレーサーキラーの$dMAR

IE''これまた駆込みの出場となっ

たdIMP'',こぐワ湖の長老，松本

さんの"MOLAMOLA'',津

の松葉さんの"Iam"など戦前の

謡逼はつきなかった。またCクラス

の3艇がレーサーにどこまで競り合

うかが注目されるところて､､あった。

第1レース，オリンピックコース。

風3m,ジャストスタート。わずか

なブローの拾い合いとなるが，第一

上を先ずは"MIXMAX''が

トップ･回航，続いて2艇身遅れて

"CREEKV''さらに5艇身間

隔で"SAKURAV''"DOO

BEI"。ここで5番手に"SAY

U"がレーサーを食っての回航とな

る。Bクラス2番手は"IMP''｡

その後サイドのからみで"SAKU

●
〃

§
、

一
一

望
《

‐
・
ニ
ニ
ニ
’
二
申
」
』

‘
ｵqp

5fも

齢1．ゞ
琴 、菟一エー童宅

A

‐ = －

－

クルーザークラスのスピン・ラン。右から2番目が｜位の@@IMP';続いて2位の"MARIE'
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順で大橋を〈く、り抜けた頃やっと両

艇はスピンに風を受けての再スター

トとなる。全艇が大橋を通過したあ

たりから風は7,8mと産り絶好の

ソーチングコンディション，ブロー

チングする艇も出る有様も先行集団

は大橋通過とほぼ同じ順位でワン沖

の第一マークを回航，その後はポー

トの片のぼりで大橋めざして一直線。

が，またしても風が北に振れ，レー

クウエスト沖のスタート地点をこえ

たあたりから再びスピンアッフ。とな

り，唐崎沖の第二マーク回航の後

は，一位"MIXMAX"二位

"POISSONROUGE'',

長いレグを追い上げた"SAKUR

AV","CREEKV"が3,

4位と続く上りのコース。

結局追い上げた"SAKURA

V","CREEKV''が2,3位

と"POISSONROUGE"

をしのいでフィニッシュ。一方Bク

ラスは"IMP"が一位,"MOL

AMOLA''が二位,&6MARI

E''が秒差で三位となる。いま一つ

風に難はあったものの天候にめく拳ま

れたシリーズであった。関東から前

夜祭にかけつけていただいた菅原ミ

ニトン協会会長の言葉にあった通

り，今後のミニトン界を背負って立

つにふさわしい大会であった。

手権総合成績
レース委員長磯田康夫

モニー”が八番手で"MARIE"

の3艇身前を回航,"StarD

ust''は4MOLAMOLA"

の次を16番手で回航する。

第二上ではスタート悪〈遅れてい

た"DOOBEI"が4番手に順位

を上げ,"AKVAVIT""ES

PERANZA""FUZZY"と

4位以下が入れ替り，クルーザーク

ラスで､も1位"MARIE"以外は

"Iam"!$IMP''$!SAYU''

と順位力潜る。このあたりから水面

は例によって「ビワ湖」となり，最

終レグはスピンランとなるが，東へ

弓ってい<"CREEKV"それ

．ご意識して東へせり上ってい<"S

AKURAV"。それに対して

"MIXMAX"以下は一直線に

フ･ロパー。風はフ･ロパーを通り抜

け，やがて前に回った機を逸せずに

スピンダウンして一気にフィニッ

シュラインを切ったのは@dMIX

MAX"だった。タ､ントツで下を

回ったはずの"SAKURAV"

それに続<"CREEKV"はか

ろうじて2，3位に入ったものの，

4位"AKVAVIT"5位"DO

OBEI"とは微差のところまて追

いつめられ苦しいフィニッシュだっ

た。"MARIE''は1位,2位

"IMP",3位"Iam",その後

へ"ハーモニー”が続いた。

第3レース，オリンピックコース。

この日は早朝から濃霧におおわれ，

レースの開催が危まれる場面もあっ

たが，予定の9時半頃から次第に視

界が開け，たいして遅れることもな

<,4mの風のなか，下有利のス

タートとなった。リミット付近で一

団となった艇団が押し出される形で

今シリーズ初のゼオ､リコとなる。各

艇思い思いのタックを終り返しなが

らブローのひろい合いとなり，レー

サーキラーの"MARIE"は"C

REEKV"に続き2番手で上を

回航。第二下に向うレグの％あたり

て､"CREEKV"は第二上にス

ターポードで向かう向う"MIX

MAX"と航路権のケースを起しス

ピンダウンの後，720度の回転する

場面もあったが，大勢に景響なく，

2位"SAKURAV''と3分20

秒の差で1位でフィニッシュ。3位

は"JONATHANみう",4

位"MIXMAX"となった。一

方Bクラスでは着順4位で"MAR

IE"が堂々の1位。2位"IM

P",3位"LadyCat",

4位"MOLAMOLA",5位

"Iam"となったが，このレース

はビワ湖にはめずらしくスタートで

決まったレースだった。この時点てﾞ

A,B両クラスともｲ爵勝の行方は次

のレースに持越されることになった。

第4レース，ショートディスタン

スコース。北の風3m,ウエザー

マークなし。西と東に分かれた艇団

にわずかにブローをなめるように湖

面をはうがやがてカームにつかまる。

南西の吹出しをスピンでいち早く

つかんでみるみる疾走し始めたのは

"MIXMAX""POISSO

NROUGE""ハーモニー”。

その後怒濤のように走りだす艇団を

横目に東より一番の"CREEK

V",二番手の"SAKUKA

V"はう｡カブ･力とカームのなか。

"MIXMAX""POISSO

NROUGE""ハーモニー”の

第4回ミニトン関西選手権
〈｜ORクラスA〉

ス
点
妬
帥
的
叩
叩
叩
帥
叩
帥

９
８
６
３
５
２
４
７
１

吟
得

３
位
１
２
４
７
５
８
６
３
９

第
順

第4レース

順位得点

310．500

212．000
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コルムチャイナシーシリーズ1990

‘コルバッチⅢ"総合日位に〃
本年度コルムチャイナシーシリー

ズ1990-CCSR-(ロイヤルホン

コンヨットクラブ，マニラヨットク

ラブ共催）は4月7日開幕しました

が，関東からただ-艇参加した“コ

ルバッチIII"(オーナー加藤忠男・

J4111/BAL43)は第1,第2レー

ス終了した4月9日現在CHSクラ

ス(RORCのチャンオ､ルハンディ

キャッフ。システム）で通算首位を快

走しています。

今年のCCSRには7カ国60艇が

エントリー(IOR9艇CHS51

艇）しましたが，連日の“コルバッ

チ111''の活躍に各国のヨットマン達

から驚きの声があがっています。

特に第1レースの『香港100マイ

ルレース』ではファーストホーム，

修正1位，クラス1位の三冠を達成

しました。同レースで､は“コルバッ

チIⅡ”はスタートをトップ。で出てそ

の後終始上位をキープ,10時間後の

夜間には15分前にスタートしたIO

Rのワントン勢に追いつき全フリー

ト5番目のポジションを確保，超微

風のスピンランでは先を行くIOR

の50フィート艇団に肉迫，各国の歴

戦のIOR艇を真青にさせる走りを

みせました。CHSクラスで“コル

バッチⅢ”はレーティング10番目で

したがこの第1レースで､はCHSの

50フイートクラスをも問題にせず23

時間55分後の4月8日午前9時10分

過ぎに濃霧の香港島沖にフイニッ

シュしました。全フリートの6位

フィニツシユて､､残りのIOR3艇を

3時間余り引き離し，またCHS2

着艇を2時間30分離しての堂々たる

CHSクラスファーストホームの圧

勝となりました。

4月8日の第2レース香港イン

ショア30マイルレースは100マイル

レースとは一転した強風のレースと

なりましたが，“コルバッチⅡI''は

強風をものともせず快足ぶりを発

揮，着順3位修正2位の好成績をお

さめ通算で､ダントツの首位をキープ

しています。第2レースのトップ。は

あのスーパーポートの“スウィート

キャロライン”（香港艇・デュポ

ワ44）でした。

●

1

－鐸劃．輯

聖

△ｂ
Ｂ

第1レースの表彰をうける加藤オーナー（中央）

この“コルバッチ1II''の驚異的一

走りと成績はCSR史上初の出来争

で「日本艇強し」の声が香港て繍はし

きりで地元マスコミも「シリーズ優

淵誹甫艇Nol」を報じています。

関東支部広報委員会

CCSR'90は4月12日香港ス

タートのマニラフイニッシュの650

マイル，マニラて騨の30マイル2本を

行い，4月22日閉幕しました。

“コルバッチⅢ”は第3レース25

位が響き9位に終わりました。

~

＝

第2レース帆走中の“コルバッチⅢ

蝿 香港・ビクトリアピークをバックに。ラット前左から田熊("WILL';KYCﾉ，池本（ボートナ

ウ)，ラット後ろ左から堀内（‘‘コルバッヂ')，島本(SYC),八木（バルティック),浅野(AB

YC,$:コルバッチ"),桜井(ABYC,SYC),渡辺(SYC)。注:ABYC=油壺べイヨット

クラズSYC=須磨ヨットクラフ;KYC=関西ヨットクラブ左から渡辺島本八不堀内，浅野田熊
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NORC保険デスクより
事故報告のお願い

団体窓口NORC保険デスク

東京都千代田区神田錦町1－9天理ビル

東南興産株式会社東京営業所内

担当：有光庄子，長尾光

TEL:0120-024410FAX:03-291-2289

NORC認定代理店一覧

名称・会員名

㈱石川保険
事務所

石川昇

オフィス

・マリン

ニ階堂進

〒住所

lO7東京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビル

210横浜市鶴見区

市場大和町4－l
仙台屋ビル202

1990.4.1現在

TEL・FAX

T:03-586-6297

F:03-584-6203

T:045-503-5377

F:045-503-1406

；

いよいよヨットシーズンて，す。会4．波向と艇の進路，艇速

員の皆様の活動もこれからが本番と5乗員名と役割

いったところて、しようか。B，係留中の事故

何よりも安全なクルージングをと1.係留方法

願って止みませんが，万一事故が起2.アンカーの種類と重量

きたときには，その内容をすぐ守にご3.ロープ径と長さ，チェーンの長さ

連絡ください。 事故受付後，査定員力事故調査に

もちろん，まず，事故艇，被害者あたりますので，事故当日の同乗者

のための応急措置をとったあとで結に，必らず立会いをお願いします。

構です。その際事故状況と原因，損傷状

事故受付は電話で行っています況，修理方法及び期間等について，

が，て駁きればFAXをご利用いただ修理業者と共に確認していただくこ

き，次の事故報告書の内容についてとになりますのて、，ご了承下さい。

お知らせいただきたいと思います。なお，被害艇と示談する場合には

事故の概要につきましては，事故予め示談内容について，保険会社の

の形態によって内容が異なりますが，承認が必要ですので，ご相談下さい。

できるだけ詳細にお知らせください。事故処理には是非とも会員の皆様

事故をいくつかに分けて，ご報告のご協力が必要ですのて鹸，一層のご

いただくポイントを参考までにご紹理解をお願い致します。

介します。ご不 明な点はお問合せ下さい。

A，クルージング中の事故く事故連絡先＞

l使用していたセールNORC保険デスク

2.メイン，ジブのトリムフリーダイヤル:0120-024410

3.ステーの張り具合とバランスFAX:03-291-2289以上

年月日
事 故 報 告 書

報告者名

根岸

保険事務所

根岸．径樹

198青梅市新町
848

新町台ﾏﾝｼｮﾝ107

、

艇名．セールNC

船の所有者

艇 長

発航港 ・到達港
保管場所

事故発生の
年月日及び場所

船質 船籍

住所

氏名

住所 連絡先（電話）

氏 名

発行港 到達港

日時
年月日時

場所

全長 船検 番号

連絡先（電話）

海技免状種類

海技免状番号

保普場所

主機種類・主力

㈱
ピーアイエー

秋岡康夫

㈲T・A

代理店
酒井直樹

㈲タケウチ
ｴー ソｪﾝｼー

竹内誠

笹岡損害
保険サービス
笹岡耕平

保険の
カトー

加藤幸雄

T･I．C

田中斎英

KATO

加藤繁雄

ｻﾄｰ

ｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｵﾌｨｽ

佐藤克則

鈴木総合
保険事務所

鈴木幹夫

㈱ファミリー
旅行社

寺田順

lO7東京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビル

lO7東京都港区

赤坂3-1-2
AIU赤坂ビル

23O横浜市鶴見区
下末吉1-8-14

岡安ビル202

538大阪市鶴見区

浜2-4-47

422静岡市石田

3－15－5

106東京都港区
南青山3-8-14

パーク青山

475半田市亀崎

6-80-14

733広島市西区

天満町3-19-203

475半田市吉田町

4-108-1

516-01三重県
度会郡南勢町

船越3113

T:0428-31-58

T:03-586-4411

F;03-583-2696

T:03-583-0783

F:03-584毛296

T:045-584-6650

F:045-584-6656

T:06-911-2017

F:06-911-1649

T:0542-81-3928

F:0542-83-1316

T:03-405-8269

T:0569-28-2340'569-28-234

T:082-293-0860

F:082-231-5231

』へ
T:0569-27-5（

F:0569-27-65811

T:05996-6－0933

F:05996-6-0341

T:082-244-5380

事故当時の天候 天気 風速風向波高潮流

知久

保険事務所
知久良広

73O広島市中区

富士見町2-9-103 F:082-244-5381

事故の概要 略図

自艇の被害状況
及 び

事故後の処理 灘
状態
業者
費見込額

救助 業者
救助費用見込額

霞
組員の
害及び治療

第三者賠責

氏 名
傷害状態

相手方住所・氏名

艤襲被害程度

病院名
入院見込日数
通院見込日数

OFFSHORE第181号平成2年5月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

今月の表紙：4月22日進水したアメリ

カズカッブW弾睡"NIPPON-|"の雄姿。

（写真提供／ニッポンチャレンジアメリ

カ杯'991委員会，撮影／添畑薫）

発 行 社 団 法 人 日 本 外 洋 帆 走 協 会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振梼番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)
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セイルが風をはらむ､艇が滑り出式物語の始まりだ。

波をこえるごとに､艇がﾋー ﾙを繰り返すごとにヘ

スリリングな事件に遭遇したかのように胸が高鳴る。

見上げると､抜けるような青空。

風のかたちが見えるような雲のながれ。

これは､まだ見ない海の魅力という、

黄金の島を求める航海だ。

YAMAHA-34Sとの一日は、

いつもエキサイティングな期待に包まれている。

Ms
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MMAHA-
●全長10.30m●水線長8．50m●全輻3,50m●吃水1.97m●完成重■

4.700kg●バラスト重■1.800kg●全セイル面棺53.82mｲ●バース数7

●呼称最大馬力l8Ps●定貝12名(平水）●航行区域遠洋

燕写真はオプションを含みます.』

■平水限定沿海標準価格例￥13,413,200
癖2GM.2OB付：法定安全備品等が含まれています。

オプション･船舶検査費用・運賃・消費税は含まれていません｡

fOHGUIIMAHIN[llf[!安全がﾏﾘﾝｽポーﾂの基本で攻
ヤマハ製品についてのお問い合わせは､下記までどう逢

北海道ヤマハ㈱

ヤマハ東北㈱･･・

ヤマハ東京㈱･･・

ﾔﾏﾊ中部㈱･･･
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ヤマハ関西㈱

ヤマハ中国㈱

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州㈱
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■天気予報を確認じて､無理のないセイリングを動■法規やマナーを守りましょう得■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は
避けましょう｡■点検･整備を忘れ~ずに.■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう．
●カタログニ希望の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､宣伝課までﾌ●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500


